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〇系統性と内容を踏まえた指導

〇教育課程の編成

〇指導計画の作成

〇共生の視点を重視した指導

科目「体育」の課題



系統性と内容を踏まえた指導



系統性と内容を踏まえた指導
体育科・保健体育科の目標「柱書」



系統性と内容を踏まえた指導
体育科・保健体育科指導内容の体系化



教育課程の編成（標準単位数）

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２２２

各学校の特色に応じて，卒業までに７又は８単位を配
当することとされており，各年次継続して履修できるよう
にするとともに，各年次になるべく均分して配当すること
としている。
このため，各年次の単位数は，各学校の判断によって
各年次に２〜３単位を配当することとなるが，学校や生
徒の実態等に応じ，標準単位数を７単位とするのか８
単位とするのかについては，各学校における教育課程
編成の方針を踏まえつつ十分に検討する必要がある。

２単位・２単位・３単位の場合，どの学年を３単位とするか。



教育課程の編成（学校設定科目）

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２３４

保健体育科に関する「学校設定科目」を設定する
場合は，義務教育の成果を発展・拡充させることを
ねらいとするなど，高等学校教育の目標及びその
水準の維持等にふさわしいものとなるように定める
必要がある。

・高等学校教育としての水準が確保されているか。

・保健体育科の目標に基づいた内容か。

・標準単位数を越えて配当するか「学校設定科目」とするか。



指導計画の作成（体つくり運動,体育理論）

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２２０

体つくり運動については，各年次で７単位
時間〜10 単位時間程度を，体育理論につ
いては，各年次で６単位時間以上を配当する
こととし，指導内容の確実な定着が図られる
ようにしている。

・体つくり ： ２単位の学年は７単位時間以上

３単位の学年は１０単位時間程度

・体育理論 ： 各年次６単位時間以上



指導計画の作成（学習機会の確保）

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P１８８

入学年次では中学校第３学年との接続を
重視して，選択のまとまりの中から選択した
領域について自主的に取り組むことができる
ようにし，その次の年次以降では，全ての領
域から選択し，（中略）
このため，希望する生徒に対して，各領域
の学習機会が確保されるよう年間指導計画
を工夫することが大切である。

学習機会が確保されているか。（器械運動、水泳、武道）



指導計画の作成（種目数,授業時数）

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P１９４

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２２０

その際，生徒が履修できる運動種目等の数について
は，特に制限を設けていないが，その領域配当する授
業時数との関連から指導内容の習熟を図ることので
きる範囲にとどめるとともに，生徒の体力や技能の程
度に応じた指導の充実に配慮した上で，生徒が選択
できるようにすることが大切である。

体つくり運動及び体育理論以外の領域に対する授
業時数の配当については，「その内容の習熟を図るこ
とができるよう考慮するものとする」と示している。



共生の視点を重視した指導

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P１３

豊かなスポーツライフを継続していくた
めには，運動の技能を高めていくことの
みならず，体力や技能の程度，性別や障
害の有無，目的等の違いを越えて，運動
やスポーツの多様な楽しみ方を社会で実
践することが求められる。そのため，新た
に共生の視点を踏まえて指導内容を示
すこととした。



共生の視点を重視した指導

男女共習について

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２２６

体力や技能の程度及び性別の違い等
にかかわらず，仲間とともに学ぶ体験は，
生涯にわたる豊かなスポーツライフの実
現に向けた重要な学習の機会であるこ
とから，原則として男女共習で学習を行
うことが求められる。



共生の視点を重視した指導
～男女共習をどのように考えるか～

男女共習できないと考える理由

・男子が物足りないと感じる
・体力や技能に差があって指導が難しい

性別による違いではなく，個による違い

・接触のある活動ができない

グループ編成の配慮，接触のない活動で共習



共生の視点を重視した指導

高等学校学習指導要領解説 保健体育編 P２２６

障害の有無等にかかわらず，仲間
とともに学ぶ体験は，生涯にわたる
豊かなスポーツライフの実現とともに，
スポーツを通した共生社会の実現に
つながる重要な学習の機会であるこ
とから，（中略）指導の充実を図るこ
とが大切である。



共生の視点を重視した指導

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現



〇系統性と内容を踏まえた指導

〇教育課程の編成

〇指導計画の作成

〇共生の視点を重視した指導

科目「体育」の課題



〇成果と課題

〇何を学ぶか

〇体系を踏まえた指導

〇どのように学ぶか

〇体育との一層の関連を図った指導

科目「保健」の課題



科目「保健」の課題
ー従前の学習指導要領の成果と課題ー



科目「保健」の課題
ー科目「保健」の課題を解決するためにー



科目「保健」の課題
ー高等学校学習指導要領実施状況調査（平成27年度）ー



科目「保健」の課題
ー何を学ぶかー



高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説保健体育編体育編

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に
向かた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康
や環境を適切に管理し，改善していくための資質や能力を
次のとおり育成する。

（１）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深める
とに，技能を身に付けるようにする。

（２）健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者
に伝える力を養う。

（３）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくり
を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

科目「保健」の課題
ー何を学ぶか（科目「保健」の目標）ー



科目「保健」の課題
ー体育科・保健体育科における保健学習の体系ー



「保健教育の指導と評価令和４年度版」（公財）日本学校保健会

科目「保健」の課題
ー小学校・中学校・高等学校 内容項目一覧（保健）ー



どのように学ぶか

指導の工夫

○主体的・対話的で深い学びの視点から
授業内容の改善

・生きて働く知識・技能の習得など，新しい時代
に求められる資質能力を育成

・知識の量を削減せず，質の高い理解を図るため
の学習過程の質的改善

科目「保健」の課題
ーどのように学ぶかー



科目「保健」の課題
ーどのように学ぶか（主体的・対話的で深い学びの実現について）ー



科目「保健」の課題
ーどのように学ぶか（社会構造と子供たちを取り巻く環境の変化）ー



科目「保健」の課題
ー「体育」との一層の関連を図った指導ー



科目「保健」の課題
ー「体育」との一層の関連を図った指導ー
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